
●募集期間：令和２年２月10日～３月10日
●提出件数：８件（４人）

№ 市の考え方

1

●全般
　持続可能な開発目標（SDGs）の17のゴール(目
標)を示している点や、基本目標を５つに絞り込
み、市民が考えやすくしている点は良いと思う。ま
た、基本目標３（魅力）や基本目標４（活力）は良く
出来ている。

　第２期総合戦略の策定後も社会動向を注視しつ
つ、施策を着実に推進してまいります。

2

●ｐ17
　基本目標１（希望）の事業に「小中学校へのタブ
レット型パソコン導入の検討」とあるが、タブレット
やパソコンは導入のときに新型でも５年ぐらいで
バージョンやより新しいパソコン・タブレットが出て
くる。
　また、アクセス制限はどうするかという問題があ
る。

　ご意見については、今後の参考とさせていただ
きます。

3

●ｐ20
　基本目標２（調和）の施策②「自然と親しめる木
曽川沿川の整備」に関連し、１３８タワーマルシェ
の開設を検討し、総合戦略の計画に組み入れて
ほしい。
　１３８タワー周辺には、水、緑、おいしい酸素とい
うトカイナカの財産があるので、国（国土交通省）
とも調整し、地方創生、地域の活性化モデルとし
てほしい。

　基本目標３（魅力）施策①「魅力ある集客イベン
トの開催」に掲載している「ミズベリング１３８事業」
において、市民・企業・行政が一体となった水辺の
にぎわい創出に取り組んでいます。
　ご意見については、今後の参考とさせていただ
きます。

4

●ｐ22
　基本目標２（調和）の施策④「にぎわいを創出す
る中心市街地の活性化」の事業に「一宮駅周辺の
土地の高度利用によるにぎわいの創出」がある
が、KPI「建築規制緩和の適用による建築件数」の
基準値は０件となっており、これではなんともなら
ない。東京では建築規制緩和の結果が出て現在
のような発展を遂げている。

　中心市街地の活性化にかかわる関係機関をは
じめ市民に対し必要な周知を行うとともに、建築規
制緩和の適用による開発を促進するための施策
にも取り組んでまいります。

5

●ｐ23
　基本目標３（魅力）の数値目標は天候による影
響が大きい指標が設定されているので、他市の交
流人口の指標等も参考にし、取り入れていくべき
ではないか。
　例えば、名古屋市では交流人口に経済的概念
を加味した「観光総消費額」を、岐阜市では「中心
市街地のにぎわいが高まっていると思う人の割
合」を体感指標としている。
　また、一宮市の第７次総合計画で設定している
「一宮市は魅力があるまちだと思う人の割合」や
「一宮市の認知度」は、「魅力」の指標としてはわ
かりやすい。

　基本目標３では「市の魅力を高め、交流人口を
獲得する」ことを目指しているため、「市外からの
人の流れ」を測る数値目標を設定しています。
　第７次総合計画の指標「魅力があるまちだと思う
人の割合」は、「市内在住者」対象のアンケート調
査であること、「一宮市の認知度」は全国調査で、
事件・事故などでも順位が上がる場合があること
から第２期総合戦略の指標には設定しませんでし
た。
　また、観光消費額は観光庁が集計しています
が、公表されているのは都道府県単位であり、市
域の数値は把握できません。
　以上から、数値目標は現行のままといたします。

「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」
　市民意見提出制度により寄せられた意見と市の考え方
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№ 市の考え方意見の概要

6

●ｐ24
　基本目標３（魅力）の施策①「魅力ある集客イベ
ントの開催」について、イベントを実施・展開する上
では、経済効果の試算を行っていただきたい。
　限りある予算の中で、来場者が楽しみつつ、消
費にもつなげ、市の地産地消・産業振興、市民・
企業・商店の所得アップ、ひいては税収につなが
るよう最大の効果を上げてほしい。
　１つ１つのイベントを大切にして課題を整理する
PDCAサイクルとシュミレーションを作ることで、経
済効果・イベント効果を上げ、次年度の実施につ
なげていってほしい。

　各種イベントを実施する際には、人を呼び込む
だけでなく、来場者の満足や消費にもつなげてい
けるよう、ご意見を今後の参考とさせていただきま
す。

7

●ｐ27
　基本目標４（活力）の数値目標に「納税義務者数
（所得割）」を設定しているが、税制改正の影響を
受けるので適当でないのではないか。また、「不労
所得」も含まれる。
　「活力」の概念を、労働によって生み出されるも
のとするのであれば、第１期総合戦略の「市内従
業者数」の方がまだ適切ではないか。
　市で把握できる数値としては、タイムラグがある
が、「域内総生産」が適当ではないか。極論をいえ
ば、例えば「市税収入」を指標とするのも良いかも
しれない。制度改正や内訳はどうあれ、税収が豊
かな・伸びる自治体は、一般的には活力があると
いえる。
　「所得割の納税義務者数」を変更しないとしても
「（所得割）」という部分は「（個人市民税所得割）」
と字句を補った方が良いと思う。

　総合戦略は、指標数値を把握することにより、今
後の推進方針を検討しています。「市内従業者
数」及び「市内総生産」は、共にタイムラグがある
数値であるため、第２期総合戦略では、毎年、市
で把握できる「納税義務者数（所得割）」を指標とし
て設定しました。就労や事業活動による所得でな
い所得も含まれますが、推移を見る上では、就労
者数を測る指標として、一定の目安にはなるので
はないかと考えています。
　指標名は、ご指摘のとおり「納税義務者数（個人
市民税の所得割）」と修正いたします。

8

●ｐ34
　基本目標５（安心）、施策③「暮らしを支える地域
公共交通の検討」では、丹陽町の南部の公共交
通や自転車ネットワークを造るべきだと思う。
　また、 i-バスミニの利用方法をさらに広く一宮市
民に知らせるべきだと思う。

　ご意見については、今後の参考とさせていただ
きます。
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